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乱 はじめに  

前稿【1】において，セルフテスティング性をもつシス  

テムの最適定期テスト方策について報告した．セルフ  

テスティングとは，システムに，ある故障集合に属す  

る故障が存在するとき，少なくとも一つの符号入力に  

対して非符号語を出力する性質をいう【2ト これにより，  

故障はオンライン状態で検出可能となる．   

本研究では，このようなシステムを確率モデル化し，  

信頼性理論における点検方策を応用し解析する．まず，  

故障検出までの期待費用を最小にする最適なテスト時  

刻列【3】lこついて議論する・とくに，故障分布が指数分  

布で与えられるとき，最適なテスト時刻の列は，一定  

間隔になる．また，故障分布が指数分机 自己検出分  

布が指数混合分布で与えられるとき，故障検出までの  

期待費用と，単位時間当りの期待費用を最小にする最  

適な定期テスト時間間隔について議論する．  
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図1：セルフテスティングシステム  
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2 一般点検モデル  

システムの故障分布は，有限な平均1／入をもつダ（t）  

に従うとする．セルフテスティング性により，故障の発  

生から発見されるまでの時間は有限な平均1ル（〃＞Å）  

をもつ自己検出分布C（〇）に従うとする・外部からのテ  

ストを時刻0≡端＜れ＜乃＜…＜n＜…で実  

行する．  

故障は発生した後，次の定期テストにより発見，ま  

たはセルフテスティング性により発見されるとする．定  

期テストを一回実行することに要する費用をciとする．  

システムは故障が発生した後，発見されるまでの時間  

にかかる損失を単位時間当りcdとする．故障発見後に  

かかるシステムの取替費用をcrとする（図1）・   

故障が発見されるまでを1サイクルとする・否（ェ）≡  

1－ G（ェ）のとき，1サイクル当りの期待費用  
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とくに，ダ（f）＝1－e‾入‘とおくと，（2）式は  
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とが証明される．  

なr◆を議論する．  
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3 指数混合分布モデル   

セルフテスティング性が不完全なとき，短絡故障な  

ど同一故障モードの故障であっても，故障箇所によっ  

て，発見できる場合とできない場合がある．複雑なシ  

ステムでは，すべてを尽くすようなテストパターンを  

容易に設計することはできないし，実用的な見地から  

すれば，完全性を犠牲にして，短時間でできるだけ高  

い検出率を得る方法が要求されるからである【2J・ここ  

では，故障はセルフテスティングによって確率pで検  

出させるとし，C（芯）＝p（1－e‾ケエ）とする・このとき，  

自己検出率は  

である・ここで，C，は取替費用である・C（r）を微分し  
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である・これにより，Cd－Å（cr＋9Ci）＞0のとき，  

Q5（∞）＝∞となり，最適なr◆（0＜r●＜∞）が  

必ず存在する．明らかに，入（cd一入cr一抑）ル2＞ciな  

らば，Cd一入（cr＋qci）＞0であることにも注意する．  
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であるから，p〃から0の減少関数となり，C（∬）はDFR  

型である．   

とくに，戸（り＝e‾入上のとき，最適な定期テスト時間  

間隔r－について議論する．定期テストでは，故障は  

必ず発見できるとする・このとき，式（2）は・‘  

4 まとめ   

故障発生から検出までの時間は，ある確率分布に従っ  

て発見できるとき，より高い信頼性のため，適■当な時刻  

に外部テストを実行するモデルについて種々議論した．  
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（4）   

参考文献  

【1】水谷聡志，中川雫夫，伊藤弘道：セルフテスティン  

グ性をもつシステムの最適定期テスト方策，2002  

年度日本オペレーションズリサーチ秋期研究発表   

会アブストラクト集，pp．64－65，2002．  

t2】電子情報通信学会編：フォールトトレラントシス   

テム論，電子情報通信学会，1990・  

【31三根久，河合一：信頼性・保全性の数理，朝倉書  

店，1982．  

Q（0）＝0， Q（∞）＝∞，  

Q′（r）＝（e汀－1）【（cd一抑）e‾〃T＋（トp）cd】＞0   
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